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慾外出身有識者が見たN国 逃3版署
海
外
出
身
の
有
識
者
が
四
国
遍
路
の
世
界
遺
産

登
録
に
つ
い
て
語
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

「日
本
遺
産

か
ら
世
界
遺
産

へ
の
挑
戦
六
四
国
夢
中
人
主
催
）

が
２５
日
午
後
３
時
半
～
同
５
時
半
、
高
松
市
サ
ン

ポ
ー
ト
の

ｅ
ｌ
と
ぴ
あ

。
か
が
わ
で
開
か
れ
る
。

フ
ラ
ン
ス
、
カ
ナ
ダ
、
韓
一国
出
身
の
３
人
が
、
そ

れ
ぞ
れ
の
視
点
で
、
四
国
遍
路
の
魅
力
や
課
題
に

つ
い
て
提
言
す
る
。
　

　

　

　

　

　

【伊
藤
遥
】

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
企
画
し

た
。社

会
学
者
の
ジ

ョ
リ
ヴ

ェ
教
授
は
２
０
０
７
年
、

「な
ぜ
み
ん
な
遍
路
と
い

う
つ
ら
い
旅
に
出
た
い
の

か
」
と
好
奇
心
に
か
ら
れ
、

約
４０
日
間
の
歩
き
遍
路
を

実
践
。
ま
た
、
カ
ナ
ダ
出

身
で
四
国
遍
路
を
研
究
し

て
い
る
徳
島
文
理
大
の
デ

イ
ヴ
ィ
ッ
ド

・
モ
ー
ト
ン

講
師
は
約
１０
年
前
、
車
で

遍
路
道
を
回

っ
た
。
そ
の

魅
力
を

「本
当
に
す
ご
い

人
や
、
信
じ
ら
れ
な
い
話

に
出
会

っ
た
」

（ジ

ョ
リ

ヴ

ェ
教
授
）
、

「昔
の
日

本
を
体
感
で
き
る
」

（
モ

ー
ト
ン
講
師
）
と
語
る
。

韓
国
出
身
で
十
三
番
札

所
「大
日
寺
」
（徳
島
市
）

の
住
職
を
務
め
る
キ
ム

・

ミ

ョ
ウ
ソ
ン
さ
ん
は

「お

接
待
の
文
化
や
、

『
あ
り

が
た
い
』
と
思
う
気
持
ち

な
ど
、
遍
路
の
魅
力
、
お

大
師
さ
ん
の
精
神
を
知

っ

て
ほ
し
い
」
と
話
す
。

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、

「四
国
八
十
八
カ
所

ヘ
ン

ロ
小
屋
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
」

を
支
援
す
る
会
の
副
会
長

で
公
認
先
達
の
元
毎
日
新

聞
論
説
委
員
、
梶
川
伸
さ

ん
が
司
会
を
務
め
る
。

四
国
遍
路
に
愛
着
を
持

つ
３
人
だ
が
、

「遍
路
道

は
車
が
走
り
、
舗
装
さ
れ

た
県
道
が
多
い
」

「宿
泊

所
な
ど
で
英
語
が
通
じ
な

い
」

「祈
り
の
場
で
あ
る

四
国
遍
路
の
静
寂
さ
と
マ

ナ
ー
を
維
持
で
き
る
か
」

な
ど
、
世
界
遺
産
登
録
に

向
け
た
課
題
や
懸
念
も
感

じ
て
い
る
。

尾
崎
さ
ん
は

「日
本
人

が
気
づ
い
て
い
な
い
魅
力

や
問
題
を
提
言
し
て
も
ら

い
、
視
点
の
違
い
の
面
白

さ
を
感
じ
ら
れ
る
場
に
し

た
い
」
と
話
し
て
い
る
。

参
加
無
料
。
定
員
１
０

０
人
。
問
い
合
わ
せ
は
尾

崎
さ
ん

（０
８
０

ｏ
３
１

６
６

・
９
９
３
７
）
。

四
国
と
欧
州
の
国
際
交

流
に
取
り
組
む
市
民
団
体

「四
国
夢
中
人
」
代
表
の

尾
崎
美
恵
さ
ん
が
今
春
、

上
智
大
外
国
語
学
部
フ
ラ

ン
ス
語
学
科
の
ミ

ュ
リ
エ

ル

・
ジ

ョ
リ
ヴ

エ
教
授
か

ら

「日
本
に
住
ん
で
４０
年

だ
が
、　
一
番
思
い
出
深
い

の
は
四
国
遍
路
」
と
聞
き
、

魅
力
や
課
題

８
氏
が
語
る

四
国
各
地
に
は
書
な
が
ら
の
遍
路
道
が
残
っ
て
い
る
＝
一醤
車
市
で

あす高松で世界遺1産登録に向けシンポ

キ 選

キム・    デ ィヴィッ ド・ ミ ュリエル・

ミ ョウンン住職  モー トン講師   ジ ョリヴ ェ教授
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